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小
学
校
教
育
に
用
い
ら
れ
た
「
違
式
詿
違
条
例
」
坂
智
美
【
目
次
】はじ
め
に
一
明
治
初
期
教
育
制
度
の
変
遷
（
1
）「
学
制
」
下
の
初
等
教
育
（
2
）「
教
育
令
」
下
の
初
等
教
育
（
3
）
改
正
「
教
育
令
」
下
の
初
等
教
育
二
「
学
制
」「
教
育
令
」
下
の
教
科
書
三
使
用
さ
れ
た
「
違
式
詿
違
条
例
」
む
す
び
に
か
え
て
は
じ
め
に
初
等
中
等
教
育
の
場
に
お
い
て
の
法
教
育
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
基
づ
い
た
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
て
以
降
、
新
た
な
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
一
般
に
法
教
育
と
は
、
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
人
々
が
、
法
や
司
法
制
度
な
ど
、
こ
れ
ら
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
価
値
を
理
解
し
、
法
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
司
法
制
度
改
革
を
す
す
め
る
中
で
司
法
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
た
。
1 小学校教育に用いられた「違式詿違条例」
確
か
に
、
従
来
の
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
は
、「
社
会
科
」
の
中
で
法
の
存
在
は
教
え
て
は
い
る
が
、
法
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
積
極
的
教
育
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
義
務
教
育
で
の
中
学
校
三
年
生
配
当
の
「
公
民
」
や
、
高
等
学
校
の
「
公
民
科
」
の
中
の
政
治
経
済
で
は
、
日
本
国
憲
法
や
司
法
制
度
に
つ
い
て
は
判
例
を
含
め
て
そ
の
概
要
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
学
習
内
容
の
中
心
は
制
度
や
条
文
の
内
容
理
解
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
暗
記
科
目
と
思
わ
れ
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、
司
法
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
六
月
の
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
の
中
で
、
改
革
の
3
柱
（
①
国
民
の
期
待
に
応
え
る
司
法
制
度
の
構
築
、
②
司
法
制
度
を
支
え
る
法
曹
の
あ
り
方
、
③
国
民
的
基
盤
の
確
立
）
を
掲
げ
た
。
こ
の
中
で
特
に
「
国
民
的
基
盤
の
確
立
」
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と
し
て
、
学
校
教
育
等
で
司
法
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
裁
判
員
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
法
律
の
専
門
家
で
な
い
一
般
の
人
々
が
司
法
の
場
に
参
加
す
る
可
能
性
が
増
え
る
こ
と
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
民
投
票
法
の
制
定
や
選
挙
権
の
18
歳
引
き
下
げ
な
ど
、
実
生
活
に
お
い
て
も
法
に
触
れ
る
機
会
が
以
前
よ
り
も
早
く
な
っ
て
お
り
、
早
く
か
ら
の
法
に
対
す
る
自
身
の
考
え
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
現
状
か
ら
も
、
法
教
育
の
重
要
性
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
で
は
法
教
育
が
叫
ば
れ
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
教
育
制
度
の
中
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
法
教
育
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
近
代
法
史
な
ど
の
授
業
に
お
い
て
、
法
学
教
育
の
進
展
と
法
社
会
の
整
備
に
つ
い
て
は
概
観
す
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
専
門
教
育
と
し
て
の
法
学
教
育
が
中
心
で
あ
る
。
も
っ
と
低
い
年
齢
層
で
、
特
に
明
治
初
期
に
構
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
義
務
教
育
に
お
い
て
も
、
法
教
育
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
意
識
は
、
明
治
初
期
に
各
地
で
布
告
さ
れ
た
「
違
式
詿
違
条
例
」
と
そ
の
使
用
状
況
を
見
る
中
で
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
違
式
詿
違
条
例
」
と
は
、
明
治
初
期
に
刑
法
犯
ま
で
に
は
至
ら
な
い
軽
微
な
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
、
各
府
県
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
条
例
で
あ
る
。
条
例
の
い
く
つ
か
は
冊
子
で
ま
と
め
ら
れ
、
売
ら
れ
て
も
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
中
で
も
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
高
橋
親
義
編
『
小
学
校
用
違
式
詿
違
問
答
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
見
て
以
来
、
小
学
校
で
条
例
を
教
え
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
(1
)
い
た
。
本
論
で
は
、
明
治
初
期
の
教
育
の
変
遷
の
中
で
、
微
罪
取
締
法
と
さ
れ
る
「
違
式
詿
違
条
例
」
が
教
育
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
を
、
特
に
小
学
校
教
育
（
初
等
教
育
）
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本
論
で
は
特
に
、「
違
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式
詿
違
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
い
た
明
治
五
年
十
一
月
か
ら
同
十
四
年
末
ま
で
の
様
相
を
主
た
る
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。
一
明
治
初
期
教
育
制
度
の
変
遷
（
1
）「
学
制
」
下
の
初
等
教
育
明
治
新
政
府
が
行
政
上
、
教
育
体
制
を
整
え
た
の
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
十
四
日
に
断
行
し
た
廃
藩
置
県
と
、
翌
十
八
日
に
文
部
省
を
新
設
し
た
以
降
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
七
月
の
廃
藩
置
県
は
単
に
藩
を
廃
止
し
て
県
を
置
い
た
だ
け
で
あ
り
、
行
政
上
は
さ
ほ
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
府
県
改
置
が
行
わ
れ
、
三
府
三
〇
二
県
が
三
府
七
十
三
県
に
集
約
さ
れ
る
と
、
各
府
県
に
は
府
知
事
・
県
令
ま
た
は
権
令
が
任
命
さ
れ
て
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
の
構
築
が
な
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
に
文
部
省
は
新
学
制
の
起
草
に
着
手
し
、
翌
五
（
一
八
七
二
）
年
六
月
二
十
四
日
に
太
政
官
に
て
認
可
さ
れ
、
同
年
八
月
二
日
、
太
政
官
布
告
第
二
一
四
号
を
も
っ
て
「
学
制
」
が
発
布
さ
(2
)
れ
た
。
「
学
制
」
は
文
部
省
布
達
第
一
三
号
に
お
い
て
、
従
来
の
府
県
学
校
を
い
っ
た
ん
廃
止
し
て
「
学
制
」
に
準
拠
し
た
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
命
じ
、
同
省
布
達
第
一
四
号
に
お
い
て
「
学
制
」
の
制
定
を
宣
言
し
、
府
県
に
「
学
制
」
実
施
を
要
請
し
、
前
記
の
太
政
官
布
告
第
二
一
四
号
と
同
一
内
容
の
「
文
部
省
布
達
第
一
四
号
別
冊
」
を
も
っ
て
全
国
に
頒
布
さ
れ
た
。
こ
の
「
学
制
」
は
、
当
初
全
一
〇
九
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
翌
六
(一
八
七
三
)
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
追
加
の
布
達
が
な
さ
れ
、
最
終
的
に
は
全
二
一
三
章
と
な
っ
て
い
る
。
「
学
制
」
の
教
育
理
念
は
前
文
（
被
仰
出
書
）
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
四
点
に
整
理
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
学
問
重
視
（
学
問
ハ
身
ヲ
立
ル
ノ
財
本
）、
②
立
身
の
た
め
の
学
問
（
身
ヲ
立
ル
ノ
基
）、
③
国
民
皆
学
（
自
今
以
後
、
一
般
ノ
人
民
、
華
士
族
卒
農
工
商
及
婦
女
子
、
必
ズ
邑
ニ
不
学
の
戸
ナ
ク
、
家
ニ
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
事
、
幼
童
ノ
子
弟
ハ
男
女
ノ
別
ナ
ク
小
学
ニ
従
事
）、
④
学
費
の
民
負
担
、
で
あ
る
。
教
育
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
か
ら
第
十
九
章
に
「
大
中
小
学
区
ノ
事
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
全
国
は
八
大
学
区
に
分
け
ら
れ
、
各
大
学
区
に
大
学
校
一
校
を
設
置
し
、
一
大
学
区
を
三
十
二
中
学
区
に
分
け
て
各
中
学
区
に
中
学
校
一
校
を
設
置
し
、
一
中
学
校
区
は
二
一
〇
小
学
区
に
分
け
て
各
一
小
学
区
に
小
学
校
一
校
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
第
二
章
・
五
章
・
六
章
）。
単
純
な
計
算
で
は
、
全
国
に
小
学
校
は
五
三
七
六
〇
校
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
設
置
さ
れ
た
の
は
一
二
五
五
八
校
に
す
ぎ
な
か
(3
)
っ
た
。
3 小学校教育に用いられた「違式詿違条例」
小
学
校
は
「
人
民
一
般
必
ズ
学
バ
ス
ン
ハ
ア
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
尋
常
小
学
、
女
児
小
学
、
村
落
小
学
、
貧
人
小
学
、
小
学
私
塾
、
幼
稚
小
学
と
い
う
六
種
類
が
あ
っ
た
（
第
二
十
一
章
）。
こ
の
う
ち
、
本
体
と
さ
れ
た
の
が
尋
常
小
学
で
あ
る
。
「
尋
常
小
学
」
は
下
等
小
学
（
六
才
か
ら
九
才
ま
で
の
四
年
間
）
と
上
等
小
学
（
十
才
か
ら
十
三
才
ま
で
の
四
年
間
）
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。「
学
制
」
発
布
の
翌
月
、
文
部
省
は
「
小
学
教
則
」
を
公
布
し
、
そ
の
中
で
小
学
校
で
の
学
科
課
程
・
教
授
方
法
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
学
科
課
程
は
下
等
小
学
・
上
等
小
学
と
も
に
一
級
六
カ
月
を
授
業
期
間
と
し
て
各
八
級
に
分
け
、
下
等
八
級
か
ら
下
等
一
級
、
上
等
八
級
か
ら
上
等
一
級
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
進
級
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
下
等
小
学
の
学
科
は
綴
字
・
習
字
・
単
語
・
会
話
・
読
本
・
修
身
・
書
牘
・
文
法
・
算
術
・
養
生
法
・
地
学
大
意
・
理
学
大
意
・
体
術
・
唱
歌
（
当
分
之
ヲ
欠
ク
、
と
さ
れ
た
）
で
あ
り
、
上
等
小
学
は
こ
の
他
に
史
学
大
意
・
幾
何
学
罫
画
大
意
・
博
物
学
大
意
・
化
学
大
意
を
プ
ラ
ス
し
、
そ
の
他
と
し
て
外
国
語
・
記
簿
法
・
画
学
・
天
球
学
を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
と
す
る
（
第
二
十
七
章
）。
本
体
以
外
で
は
、「
女
児
小
学
」
は
尋
常
小
学
教
科
の
外
に
手
芸
を
教
え
る
（
第
二
十
六
章
）。「
村
落
小
学
」
は
僻
遠
の
村
落
農
民
の
た
め
に
設
置
す
る
学
校
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
教
則
を
省
略
し
て
教
え
る
こ
と
と
、
す
で
に
学
齢
期
を
過
ぎ
た
者
に
対
し
て
生
業
が
暇
な
折
に
学
べ
る
よ
う
夜
学
校
と
す
る
こ
と
な
ど
が
望
ま
れ
て
い
る
（
第
二
十
五
章
）。「
貧
人
小
学
」
は
貧
人
子
弟
で
自
活
が
難
し
い
者
を
入
学
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
の
費
用
を
富
裕
層
の
寄
付
金
で
賄
う
こ
と
を
規
定
す
る
（
第
二
十
四
章
）。「
小
学
私
塾
」
は
小
学
教
科
の
免
状
を
持
つ
者
が
自
宅
（
私
宅
）
で
開
設
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
（
第
二
十
三
章
）。「
幼
稚
小
学
」
は
満
六
才
以
前
の
者
に
小
学
に
入
る
前
の
端
緒
を
教
え
る
も
の
で
、
現
在
で
い
う
幼
稚
園
な
ど
に
あ
た
る
教
育
機
関
で
あ
っ
た
（
第
二
十
二
章
）。
制
度
と
し
て
は
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
学
科
課
程
の
中
に
は
旧
来
の
手
習
塾
（
寺
子
屋
な
ど
）
で
主
流
と
さ
れ
て
い
た
読
・
書
・
算
で
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
新
教
科
が
あ
り
、
教
科
書
も
啓
蒙
書
や
翻
訳
書
の
類
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
小
学
校
に
お
い
て
実
施
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
言
っ
て
も
良
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
文
部
省
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
東
京
師
範
学
校
に
新
た
な
「
小
学
教
則
」
を
編
成
さ
(4
)
せ
た
。
新
た
な
「
小
学
教
則
」
で
は
下
等
小
学
の
教
科
は
、
読
物
・
算
術
・
習
字
・
書
取
・
作
文
・
問
答
・
復
読
・
体
操
の
八
学
科
で
あ
る
。
師
範
学
校
が
制
定
し
た
「
小
学
教
則
」
は
各
府
県
が
各
々
の
教
則
を
定
め
る
際
に
模
範
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
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普
及
し
た
。
文
部
省
の
「
小
学
教
則
」
は
、「
学
制
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
に
伴
っ
て
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
後
に
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定
（
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
）
ま
で
は
各
府
県
に
よ
る
多
様
な
教
則
が
編
成
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
学
制
」
に
対
す
る
批
判
は
、
欧
米
の
教
育
制
度
を
模
範
と
し
て
設
計
さ
れ
た
、
あ
る
意
味
、
理
想
像
を
表
し
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
当
時
の
国
や
地
方
の
財
政
状
況
や
国
民
の
生
活
の
実
情
、
社
会
通
念
か
ら
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
お
こ
っ
た
。
同
時
期
に
強
行
さ
れ
た
「
徴
兵
令
」（
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
月
公
布
）、「
地
租
改
正
」（
同
年
七
月
制
定
）
と
と
も
に
民
衆
暴
動
の
原
因
と
な
る
な
ど
、
一
般
民
衆
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
（
2
）「
教
育
令
」
下
の
初
等
教
育
「
学
制
」
批
判
と
現
実
的
に
そ
の
実
施
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
部
省
内
で
も
改
革
が
求
め
ら
れ
た
。
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
て
欧
米
の
教
育
制
度
調
査
を
行
っ
た
田
中
不
二
(5
)
麻
呂
は
、
「
学
制
」
改
正
案
づ
く
り
に
着
手
し
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
五
月
、「
日
本
教
育
令
」
を
起
草
・
上
奏
す
る
。
「
日
本
教
育
令
」
は
太
政
官
で
の
審
議
の
中
で
修
正
さ
れ
、
元
老
院
に
お
い
て
さ
ら
な
る
修
正
を
う
け
た
あ
と
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
二
十
九
日
に
太
政
官
布
告
第
四
十
号
「
教
育
令
」
と
し
て
公
布
さ
(6
)
れ
た
。
「
教
育
令
」
は
全
四
十
七
カ
条
か
ら
な
り
、
学
校
の
種
類
に
つ
い
て
は
第
二
条
に
お
い
て
「
小
学
校
中
学
校
大
学
校
師
範
学
校
専
門
学
校
其
他
各
種
ノ
学
校
」
を
あ
げ
（
第
二
条
）、
第
三
条
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
あ
り
方
を
定
め
て
い
る
。
が
、
こ
の
中
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
小
学
校
の
規
定
で
あ
り
、
多
く
の
条
文
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
「
学
制
」
で
規
定
し
て
い
た
学
区
制
は
廃
止
さ
れ
、
小
学
校
設
置
の
基
礎
は
町
村
と
し
た
（
第
九
条
）。
町
村
内
の
学
校
事
務
管
理
の
た
め
「
学
務
委
員
」
を
置
く
（
第
十
条
）
が
、
学
務
委
員
は
町
村
住
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
（
第
十
一
条
）、
児
童
の
就
学
・
学
校
の
設
置
保
護
な
ど
の
事
務
を
掌
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
十
二
条
）。
教
授
す
る
学
科
に
つ
い
て
は
、
読
書
・
習
字
・
算
術
・
地
理
・
歴
史
・
修
身
な
ど
を
必
須
と
し
、
土
地
の
事
情
に
応
じ
て
罫
画
・
唱
歌
・
体
操
・
物
理
・
生
理
・
博
物
な
ど
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
が
、
そ
の
他
に
女
子
に
対
し
て
は
裁
縫
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
第
三
条
）。「
学
制
」
下
に
く
ら
べ
、
必
須
の
科
目
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
小
学
校
の
就
学
期
間
は
、
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
八
カ
年
と
し
（
第
十
三
条
）、
少
な
く
と
も
十
六
カ
月
の
普
通
教
育
を
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受
け
る
こ
と
と
し
た
（
第
十
四
条
）。
公
立
小
学
校
で
は
八
カ
年
の
就
学
期
間
を
四
年
間
に
短
縮
す
る
こ
と
、
そ
の
四
年
間
の
う
ち
毎
年
四
カ
月
以
上
出
席
す
れ
ば
よ
い
と
も
規
定
す
る
（
第
十
六
条
）。
ま
た
、
学
校
に
通
わ
ず
と
も
他
に
普
通
教
育
を
受
け
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
就
学
と
み
な
す
と
い
う
規
定
も
あ
っ
た
（
第
十
七
条
）。
資
力
に
乏
し
い
地
方
に
つ
い
て
は
、
巡
回
教
員
に
よ
る
授
業
方
法
も
認
め
る
（
第
十
八
条
）
な
ど
、
柔
軟
な
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。
学
校
の
設
置
は
、
公
立
学
校
で
は
府
知
事
県
令
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
（
第
二
十
条
）、
府
知
事
県
令
へ
開
申
す
る
だ
け
で
良
い
と
し
（
第
二
十
一
条
）、
教
則
に
つ
い
て
も
公
立
で
は
文
部
卿
の
許
可
が
必
要
（
第
二
十
二
条
）
な
の
に
対
し
、
私
立
で
は
府
知
事
県
令
へ
の
開
申
で
良
い
（
第
二
十
三
条
）
と
さ
れ
た
。
「
教
育
令
」
は
、「
学
制
」
に
お
い
て
徹
底
し
よ
う
と
し
た
中
央
集
権
的
で
画
一
的
な
教
育
制
度
を
変
え
、
教
育
行
政
の
建
言
を
地
方
に
委
ね
、
各
々
の
自
由
裁
量
権
を
認
め
る
方
針
を
と
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
自
由
裁
量
の
も
と
で
私
立
学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
一
方
で
小
学
校
教
育
の
現
場
で
は
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方
教
育
行
政
の
責
任
者
で
あ
っ
た
府
知
事
県
令
か
ら
は
「
教
育
令
」
批
判
が
出
さ
れ
、
改
正
へ
と
動
く
こ
と
と
な
っ
た
。
（
3
）
改
正
「
教
育
令
」
下
の
初
等
教
育
「
教
育
令
」
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
一
二
月
二
十
八
日
、
太
政
官
布
告
第
五
十
九
号
に
よ
っ
て
改
正
・
交
付
さ
れ
た
。
「
教
育
令
」
が
教
育
行
政
に
お
け
る
地
方
の
自
由
裁
量
権
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
改
正
「
教
育
令
」
は
教
育
行
政
に
お
け
る
国
家
統
制
と
政
府
の
干
渉
を
基
本
方
針
と
(7
)
し
た
。
改
正
「
教
育
令
」
は
あ
く
ま
で
も
改
正
で
あ
り
、
旧
「
教
育
令
」
の
条
文
を
修
正
・
一
部
削
除
・
一
部
追
加
し
た
形
を
と
り
、
全
五
十
箇
条
か
ら
な
る
。
但
し
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
と
第
三
十
六
条
（
小
学
校
と
公
立
師
範
学
校
に
対
す
る
補
助
金
に
関
す
る
規
定
）
は
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
質
上
は
四
十
四
箇
条
し
か
な
い
。
学
校
の
種
類
は
旧
「
教
育
令
」
に
規
定
す
る
も
の
の
他
に
、
新
た
に
農
学
校
・
商
業
学
校
・
職
工
学
校
を
加
え
て
い
る
（
第
二
条
）。
小
学
校
で
教
授
す
る
学
科
に
つ
い
て
の
変
更
点
は
無
い
が
、
教
科
名
の
並
び
が
変
え
ら
れ
て
お
り
、
修
身
が
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
条
）。
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
が
府
知
事
県
令
の
指
示
に
従
っ
て
独
立
、
あ
る
い
は
連
合
し
て
一
校
以
上
の
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
第
四
条
）。
私
立
小
学
校
に
よ
る
代
用
に
つ
い
て
は
府
知
事
県
令
の
認
可
が
必
要
と
さ
れ
（
第
四
条
但
書
）、
資
力
に
乏
し
く
巡
回
授
業
の
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法
を
と
る
場
合
で
も
府
知
事
県
令
の
認
可
が
必
要
と
さ
れ
た
（
第
十
七
・
十
八
条
）。
就
学
期
間
に
つ
い
て
は
、
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
八
年
間
の
学
齢
期
間
は
旧
法
と
同
じ
で
あ
る
が
（
第
十
三
条
）、
三
年
間
の
就
学
・
毎
年
十
六
週
以
上
就
学
し
、
三
年
間
の
課
程
終
了
後
も
相
当
の
理
由
が
無
い
限
り
毎
年
就
学
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
（
第
十
五
条
）。
ま
た
、
小
学
校
の
就
学
年
限
は
三
年
以
上
八
年
以
下
と
し
、
年
間
の
授
業
は
三
十
二
週
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
十
六
条
）。
な
お
、「
教
則
」
に
つ
い
て
は
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
文
部
卿
が
定
め
た
綱
領
に
基
づ
い
て
府
知
事
県
令
が
定
め
、
文
部
卿
の
認
可
を
経
て
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
第
二
十
三
条
）。
学
務
委
員
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
旧
法
の
町
村
人
民
の
選
挙
に
よ
る
方
法
を
改
め
、
町
村
人
民
が
委
員
の
定
員
の
二
〜
三
倍
の
人
数
を
薦
挙
し
て
、
府
知
事
県
令
が
そ
の
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と
し
た
（
第
十
一
条
）。
町
村
立
学
校
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
学
務
委
員
の
申
請
し
た
者
を
府
知
事
県
令
が
任
免
す
る
こ
と
も
定
め
て
い
る
（
第
四
十
八
条
）。
教
育
行
政
で
の
文
部
卿
・
府
知
事
県
令
の
監
督
権
限
が
大
幅
に
強
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。改
正
「
教
育
令
」
は
基
本
的
条
項
の
み
で
あ
り
、
現
場
で
施
行
す
る
た
め
に
は
よ
り
詳
細
な
規
則
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
文
部
省
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
以
降
、
複
数
の
規
則
を
制
定
し
て
い
る
。
諸
規
則
は
各
府
県
で
定
め
る
具
体
的
規
則
の
基
準
を
示
す
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
具
体
的
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
は
地
方
の
管
理
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
点
で
は
、
旧
「
教
育
令
」
と
同
様
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
同
年
五
月
に
出
さ
れ
た
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
よ
っ
て
、
各
府
県
で
定
め
る
「
小
学
校
教
則
」
に
は
全
国
的
基
準
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
各
府
県
で
行
わ
れ
て
い
た
多
様
な
課
程
編
成
は
無
く
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
「
学
制
」「
教
育
令
」
下
の
教
科
書
明
治
初
期
は
多
く
の
啓
蒙
書
や
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
、
教
育
制
度
が
確
立
し
て
い
く
ま
で
の
時
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
が
教
科
書
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
「
学
制
」
が
実
施
さ
れ
る
と
、
文
部
省
は
直
轄
の
師
範
学
校
で
教
員
の
養
成
や
小
学
教
則
を
編
成
さ
せ
た
が
、
小
学
校
教
科
書
の
編
集
も
行
わ
せ
た
。
師
範
学
校
が
編
集
し
た
教
科
書
が
出
版
さ
れ
る
と
、
府
県
で
は
こ
れ
を
翻
刻
し
て
教
科
書
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
文
部
省
の
編
集
と
み
な
さ
れ
る
教
科
書
が
全
国
へ
普
及
し
た
、
と
も
い
え
る
。
師
範
学
校
が
制
定
し
た
「
下
等
小
学
教
則
」
に
は
、
師
範
学
校
が
編
集
し
た
入
門
教
材
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図
（
五
十
音
図
、
単
語
図
、
連
語
図
、
数
字
図
な
ど
）
と
『
小
学
読
本
』、『
地
理
初
歩
』、『
日
本
地
誌
略
』、『
万
国
地
誌
略
』、
『
日
本
略
史
』、『
万
国
略
史
』
な
ど
の
教
科
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
や
、
宮
内
省
が
出
版
し
た
『
明
治
孝
節
録
』、
城
井
壽
章
著
『
近
世
孝
子
傳
』、
松
本
直
温
編
『
小
学
勧
善
本
朝
列
女
傳
』、
松
本
順
著
『
養
(8
)
生
法
』
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
物
も
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
松
本
の
『
養
生
法
』
以
外
は
全
て
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
育
界
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
を
席
巻
す
る
急
激
な
欧
米
主
義
や
文
明
開
化
の
動
き
に
は
反
動
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
明
治
十
年
代
に
入
り
『
教
学
(9
)
聖
旨
』
が
示
さ
れ
る
と
、
文
部
省
の
教
育
政
策
も
儒
教
主
義
的
皇
国
思
想
を
基
本
と
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
く
。
こ
れ
は
教
科
書
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。「
学
制
」
廃
止
の
の
ち
に
出
た
「
教
育
令
」
の
も
と
で
、
こ
れ
は
政
策
と
し
て
示
さ
れ
て
い
く
。
明
治
十
三
年
、
文
部
省
は
取
調
掛
を
設
置
し
、
府
県
で
使
用
し
て
い
る
小
学
校
教
科
書
の
調
査
を
行
い
、
不
適
当
と
さ
れ
た
教
科
書
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
。
翌
十
四
年
に
は
、
使
用
す
る
教
科
書
を
届
け
出
る
制
度
で
あ
る
開
申
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
十
六
年
に
は
認
可
制
と
な
り
、
文
部
省
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
教
科
書
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
同
十
九
年
に
は
検
定
制
度
、
同
三
十
六
年
に
は
国
定
制
度
と
な
り
、
教
科
書
は
国
家
の
強
い
統
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
三
使
用
さ
れ
た
「
違
式
詿
違
条
例
」
前
述
し
た
よ
う
に
、「
学
制
」
施
行
の
際
に
文
部
省
が
出
し
た
「
小
学
教
則
」
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
、「
教
育
令
」
を
経
て
「
改
正
教
育
令
」
の
も
と
で
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定
さ
れ
る
（
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
）
ま
で
は
、
各
府
県
に
よ
る
多
様
な
教
則
が
編
成
・
実
施
さ
れ
た
。
各
府
県
個
々
が
出
し
た
教
則
は
、『
文
部
省
(10
)
日
誌
』
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
を
み
る
と
、
各
府
県
は
独
自
の
見
解
で
小
学
校
の
年
限
や
上
等
・
下
等
・
簡
易
な
ど
も
定
め
て
お
り
、
教
え
る
内
容
も
様
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
次
に
作
成
し
た
表
は
、『
文
部
省
日
誌
』
の
中
で
明
治
十
一
年
三
月
か
ら
明
治
十
三
年
二
月
ま
で
に
、
文
部
省
に
伺
い
を
出
し
た
府
県
の
う
ち
、
何
ら
か
の
教
科
に
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
使
用
す
る
と
明
記
し
て
あ
る
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
(11
)
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、「
学
制
」
下
で
の
「
小
学
教
則
」
廃
止
か
ら
「
教
育
令
」
批
判
が
出
さ
れ
る
時
期
と
か
ぶ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
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表 『文部省日誌』からみる「違式詿違条例」を授業において使用するとした府県
備考
※1
※3
教則に規定
※4
※4
※5
教則に規定 ※6
教則に規定 ※7
※8
※9
※10
授業大要で規定 ※11
※12
※14
※17
※18
※20
※21
※22
※21
※21
※1 茨城県違式詿違条例を使用する。
※2 この簡易小学は全4級からなり、16カ月で卒業する。前年後期は他の課程では第3級に
あたるか。
※3 口授は「違式詿違ノ覚リ易キ絛目ノ話」とする。
※4 口授に「法令談」として、「違式詿違等ノ大意ヲ説示ス」とある。
※5 口授に「法令談」とあり、同県の高等下等や尋常上等と同じに見えるが、その内容とし
ては「違式詿違及公布中最モ大切ナル箇条ヲ簡易ニ説示ス」とある。
※6 違式詿違条例の他もあり。隔日30分。
※7 講義の内容は、「日本律令違式詿違等」とある。
※8 「違式詿違及徴兵租税等ノ他、諸規則」を口授する。
文部省指令
明治11. 3. 2
明治11. 4.15
同上
明治11. 8. 9
明治11. 8.12
明治11. 8. 2
明治11. 8.10
明治11. 9.30
明治11.10.25
明治11.12.10
明治12. 1.15
明治12. 1.18
明治12. 2.10
同上
同上
明治12. 3.11
明治12. 3.20
明治12. 4.11
明治12. 5.27
明治12. 7. 7
同上
明治12. 7. 9
明治12. 7.12
明治12.12. 8
明治12.12. 8
明治13. 1.19
明治13. 2. 6
同上
明治13. 2.10
明治13. 2.17
明治13. 2.12
同上
同上
同上
教科
口授
講述
講述
口授
口授
口授
口授
口授
口授
口授
口授
不明
口授
口授
口授
不明
講義
口授
口授
口授
口授
口授
口授
読書
口授
口授
口授
口授
読書
修身
口授
口授
口授
口授
年制・級
4カ年・第2～1級
6カ年・第3級（後）
第2級（前後）
第1級（前後）
6カ年・第3級（後）
第2級（前後）
3カ年・級など記録なし
5カ年・第3級以上
3カ年・第2～1級
4カ年・第2～1級
3カ年・第3～1級
6カ年・第1級
1年4カ月・前年後期(※2)
4カ年・3～1級
3カ年・2級
4カ年・第2～1級
3カ年・第5～4級
3カ年・第2～1級
4カ年・第2～1級
5カ年・第1級
3カ年・第2～1級
6カ年・第2～1級
3カ年・第6級
4カ年・第3年生
4カ年・第2～1級
下等4カ年・上等4カ年
3カ年・第2～1級
3カ年・第3～2級
3カ年・第3～1級
3カ年・第2～1級
4カ年・第2～1級
4カ年(※19）・第8～7級
4カ年・第3級
6カ年・全級
3カ年・全級
4カ年・全級
16カ月・全級
学校の種別
簡易科
尋常科(男子)
尋常科(女子）
上等小学
普通小学
下等小学
下等小学
上等小学
下等小学
簡易小学
変則夜学校
村落小学
高等小学下等
尋常小学上等
村落小学
簡易科
小学
下等小学
高等小学
上等小学
簡易小学
小学普通科
下等小学
下等小学(※13)
上等小学(※15)
下等小学(※16)
岩野目澤学校
弘道学校附属夜学
下等小学
上等教科課程
女子上等教科課程
中東教科課程
下等教科課程
府県
東京府
東京府
東京府
熊本県
山梨県
兵庫県
茨城県
島根県
新潟県
青森県
茨城県
神奈川県
秋田県
秋田県
秋田県
鹿児島県
青森県
山形県
福島県
兵庫県
兵庫県
鹿児島県
長野県
岡山県
岡山県
岡山県
秋田県
秋田県
兵庫県
三重県
茨城県
茨城県
茨城県
茨城県
NO
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
で
各
府
県
で
は
自
府
県
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
が
現
れ
る
の
が
府
県
ご
と
の
教
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
、「
違
式
詿
違
条
例
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
中
に
府
県
と
し
て
の
考
え
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。
①
指
令
が
出
さ
れ
た
時
期
と
府
県
の
数
表
に
は
三
四
の
事
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
①
Ｎ
Ｏ
1
〜
3
（
一
府
、
三
例
）、
②
Ｎ
Ｏ
4
〜
25
（
十
三
県
、
二
十
二
例
）、
③
Ｎ
Ｏ
26
〜
34
（
五
県
、
九
例
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
は
文
部
省
「
小
学
教
則
」
が
ま
だ
廃
止
さ
れ
る
前
で
あ
り
、
独
自
性
を
持
っ
た
府
県
小
学
教
則
が
出
し
に
く
い
時
期
、
②
は
文
部
省
「
小
学
教
則
」
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
時
期
、
③
は
「
学
制
」
が
廃
止
さ
れ
「
教
育
令
」
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
①
は
東
京
府
の
み
で
あ
る
。
様
々
な
事
例
を
先
進
的
に
行
っ
て
い
た
東
京
府
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
他
に
先
駆
け
て
出
し
た
こ
と
も
頷
け
る
よ
う
に
思
う
。
②
は
独
自
性
が
認
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
③
は
②
の
続
き
と
言
え
そ
う
だ
。
全
三
四
の
事
例
で
あ
る
が
、
実
は
十
七
府
県
だ
け
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
府
県
で
複
数
の
伺
い
を
出
し
て
認
め
ら
れ
、
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
②
の
時
期
に
出
し
た
県
が
③
の
段
階
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※9 「（前略）兼テ違式詿違絛例等ト國體訓蒙政體論等ニヨリテ政治ノ大意トヲ説キ聞カシ
ム」とする。
※10 口授は隔日30分。
※11 授業大要の口授科の説明には、「豫メ用書ヲ定メス教師適宜ノ書ニ據リ之ヲ授ケ、其高
等ニ至リテハ交々違式詿違絛令(ママ)及徴兵納税等ノ大意ヲ領セシムヘシ」とある。高等が
いつの時点にあたるかは、記されていない。
※12 第2級では「違式絛例」を、第1級では「詿違絛例」を、それぞれ「読書」の内容と
しておかれている。
※13 県下の和気郡公立小学教則として出されている。
※14 第1級の口授では「法律ノ一班」という文言あり。
※15 県下の東北絛郡公立小学校教則として出されている。
※16 県下の由利郡石澤学校外一校の小学教則として出されている。
※17 口授に「法令談」として、「違式詿違及ヒ公布中大切ナル箇絛ヲ説示ス」とある。
※18 口授に「法令談」として、「違式詿違及ヒ公布中大切ナル箇絛ヲ簡易ニ説示ス」とある。
※19 この学校は12歳以上の者を対象としている。
※20 修身の中で扱われており、「修身ノ要旨及ヒ違式詿違絛例ヲ口授ス」とある。第3級の
みであり、第2級・第1級では徴兵・租税や自家の経済を口授するとある。
※21 口授（1週2時）の中で、「修身談 坐作進退ノ初歩ヨリ勧善懲悪ノ説話ニ入リ、又廣
ク孝子義人等ノ実跡ヲ挙ケテ之ヲ授ケ、尚傍ラ茨城県違式詿違絛目等モ知ラシムヘシ」とす
る。
※22 口授（1週1時）を行う。内容は上記※21と同様である。
で
も
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
三
県
（
岡
山
県
、
秋
田
県
、
兵
庫
県
）
あ
る
。
三
県
と
も
、
②
の
段
階
と
は
異
な
る
学
校
形
態
に
つ
い
て
の
伺
い
・
指
令
で
あ
る
の
で
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
各
県
に
お
い
て
の
改
革
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
②
全
国
的
な
傾
向
が
あ
る
の
か
明
治
十
一
か
ら
十
三
年
頃
、
違
式
詿
違
条
例
は
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ど
も
、
ほ
ぼ
全
国
で
施
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
あ
え
て
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
授
業
内
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
何
か
特
に
求
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
的
な
特
色
な
ど
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
を
見
る
と
、
十
七
府
県
は
東
京
・
熊
本
・
山
梨
・
兵
庫
・
茨
城
・
島
根
・
新
潟
・
青
森
・
神
奈
川
・
秋
田
・
鹿
児
島
・
山
形
・
福
島
・
兵
庫
・
長
野
・
岡
山
・
三
重
で
あ
る
（
表
に
出
て
き
た
順
）。
関
東
甲
信
越
六
、
東
北
四
、
近
畿
一
、
中
国
四
、
九
州
二
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
な
様
に
も
み
え
な
く
も
な
い
が
、
近
畿
で
は
大
阪
・
京
都
の
二
府
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
四
国
は
ど
こ
も
入
っ
て
い
な
い
。
近
畿
と
四
国
を
越
え
て
中
国
地
方
の
隣
接
県
で
使
わ
れ
た
の
は
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
、
興
味
深
い
事
例
と
し
て
は
、
茨
城
県
の
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
茨
城
県
だ
け
は
「
茨
城
県
違
式
詿
違
条
例
」
を
使
用
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。「
違
式
詿
違
条
例
」
は
各
府
県
が
自
分
の
府
県
に
と
っ
て
必
要
な
条
文
を
い
れ
た
り
、
不
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
削
除
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
、
自
県
の
条
例
を
使
う
の
が
当
た
り
前
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
名
称
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
茨
城
以
外
の
他
府
県
で
は
、
自
府
県
の
「
違
式
詿
違
条
例
」
と
い
う
意
味
で
特
に
府
県
名
を
入
れ
ず
に
用
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
に
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。③
教
え
る
時
期
各
府
県
の
体
制
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
、
上
等
小
学
で
教
え
る
ケ
ー
ス
・
下
等
小
学
で
教
え
る
ケ
ー
ス
と
様
々
で
あ
る
。「
学
制
」
で
も
「
教
育
令
」
で
も
、
小
学
校
入
学
の
学
齢
を
六
歳
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
場
合
、
計
算
上
は
九
〜
十
歳
辺
り
で
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
教
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
「
違
式
詿
違
条
例
」
は
か
な
り
難
し
い
漢
字
や
文
語
体
を
用
い
て
い
る
。
中
に
は
漢
字
の
横
に
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、「
い
ろ
は
」
を
習
っ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
で
は
到
底
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太
刀
打
ち
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
齢
の
後
半
か
ら
最
終
段
階
に
お
い
て
学
ば
せ
る
こ
と
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
こ
の
時
代
、
小
学
校
の
就
学
率
は
全
国
平
均
で
三
〜
四
割
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済
的
な
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
多
く
の
子
ど
も
は
上
級
学
校
へ
進
学
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
社
会
に
出
ざ
る
を
え
な
い
。
と
な
る
と
、
社
会
的
マ
ナ
ー
な
ど
を
含
ん
だ
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
教
え
る
こ
と
は
、
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
④
ど
の
教
科
と
し
て
扱
っ
た
の
か
三
四
の
事
例
を
教
科
別
に
分
け
る
と
、
口
授
二
六
・
講
述
二
・
読
書
二
・
講
義
一
・
修
身
一
・
不
明
二
、
と
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
府
県
で
口
授
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
科
書
と
し
て
「
違
式
詿
違
条
例
」
そ
の
も
の
を
使
う
の
で
は
な
く
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
条
文
を
教
員
が
選
ん
で
教
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
口
授
以
外
と
し
て
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
考
え
た
方
が
良
い
と
も
考
え
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。読
書
の
中
に
置
い
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
岡
山
県
の
下
等
小
学
（
Ｎ
Ｏ
24
）
と
、
兵
庫
県
の
弘
道
学
校
附
属
夜
学
（
Ｎ
Ｏ
29
）
が
あ
る
。
岡
山
県
の
ケ
ー
ス
は
三
年
目
の
前
期
（
第
2
級
）
で
「
違
式
絛
例
」
を
、
同
後
期
（
第
1
級
）
で
「
詿
違
絛
例
」
を
扱
う
と
し
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
分
け
て
い
る
点
も
興
味
深
い
が
、
読
書
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読
み
物
と
し
て
も
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
の
兵
庫
県
の
ケ
ー
ス
は
、
夜
学
と
い
う
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
こ
の
弘
道
学
校
附
属
夜
学
は
、
十
二
歳
以
上
の
者
が
学
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
実
学
に
近
い
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
修
身
と
し
て
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
三
重
県
の
下
等
学
校
（
Ｎ
Ｏ
30
）
だ
け
で
あ
る
が
、「
修
身
ノ
要
旨
及
ヒ
違
式
詿
違
絛
例
ヲ
口
授
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
と
し
て
は
口
授
の
中
で
修
身
と
共
に
条
例
を
教
え
る
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
三
重
県
の
事
例
は
口
授
に
組
み
入
れ
て
考
え
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
講
義
と
し
て
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
青
森
県
小
学
教
則
（
Ｎ
Ｏ
17
）
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
興
味
深
い
。
講
義
の
内
容
は
「
日
本
律
令
違
式
詿
違
等
」
で
あ
る
。
他
の
口
授
の
中
で
も
「
日
本
律
令
」
を
内
容
に
入
れ
て
い
る
も
の
は
無
く
、
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
。
こ
の
時
期
（
明
治
十
二
年
）
だ
と
、
新
律
綱
領
と
改
定
律
例
が
併
行
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
違
式
詿
違
条
例
」
の
上
位
法
と
し
て
、
教
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
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か
。⑤
法
教
育
と
し
て
考
え
て
い
た
の
か
ど
の
時
期
に
教
え
る
か
に
よ
っ
て
も
違
う
が
、
基
本
的
に
は
法
教
育
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
生
活
上
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
文
明
開
化
が
叫
ば
れ
て
い
た
社
会
で
の
あ
り
方
を
教
え
る
た
め
に
、
授
業
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
の
簡
易
小
学
規
則
で
は
、
1
級
あ
た
り
四
カ
月
・
全
四
級
（
前
年
前
期
、
前
年
後
期
、
後
年
前
期
、
後
年
後
期
）
の
全
十
六
カ
月
で
小
学
校
終
了
と
い
う
、「
学
制
」
の
中
で
は
最
も
短
い
日
数
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
前
年
後
期
で
「
違
式
詿
違
ノ
覚
リ
易
キ
絛
目
ノ
話
」
を
口
授
す
る
と
あ
る
。
何
を
も
っ
て
「
覚
リ
易
キ
絛
目
」
と
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
反
道
徳
的
な
こ
と
や
社
会
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
た
条
文
を
使
い
説
明
し
た
と
考
え
れ
ば
、
納
得
で
き
よ
う
。
と
は
言
え
、
口
授
の
他
の
内
容
に
徴
兵
・
租
税
・
諸
規
則
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
、
守
ら
せ
る
意
思
も
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
違
式
詿
違
条
例
」
自
体
は
微
罪
で
は
あ
る
が
、
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
を
な
せ
ば
罰
則
が
科
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
初
期
の
法
教
育
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
む
す
び
に
か
え
て
「
違
式
詿
違
条
例
」
は
、
明
治
十
三
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
旧
刑
法
中
に
「
違
警
罪
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
明
治
十
四
年
い
っ
ぱ
い
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。「
違
警
罪
」
は
そ
れ
ま
で
各
府
県
に
裁
量
を
委
ね
て
い
た
微
罪
部
分
を
、
刑
法
内
に
入
れ
た
こ
と
に
な
り
、
微
罪
に
関
す
る
処
罰
等
は
全
国
一
律
の
も
の
と
な
っ
た
。
尤
も
、
末
条
（
旧
刑
法
自
体
の
末
条
で
も
あ
る
）
第
四
三
〇
条
で
は
各
府
県
の
違
警
罪
で
の
処
理
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
府
県
独
自
の
微
罪
は
存
在
は
し
て
い
た
。
同
じ
時
期
の
教
育
界
で
は
、
改
正
「
教
育
令
」
の
も
と
、
明
治
一
四
年
に
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定
さ
れ
、
各
府
県
に
よ
る
独
自
性
を
持
っ
た
教
則
の
編
成
・
実
施
は
な
さ
れ
な
く
な
り
、
教
育
の
全
国
一
律
化
が
な
さ
れ
て
い
く
。
本
論
で
見
て
き
た
、「
違
式
詿
違
条
例
」
と
い
う
各
府
県
が
制
定
す
る
微
罪
取
締
法
を
教
育
の
中
で
使
用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
ご
く
短
期
間
、
し
か
も
一
部
府
県
に
の
み
見
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
小
学
校
は
尋
常
小
学
（
上
等
小
学
・
下
等
小
学
）
を
中
心
と
し
つ
つ
、
村
落
小
学
（
簡
易
小
学
や
夜
学
）
な
ど
を
含
め
、
複
数
の
形
態
の
小
学
校
が
存
在
し
て
お
り
、
様
々
な
教
育
の
課
程
の
中
で
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
使
用
し
て
い
た
。
13 小学校教育に用いられた「違式詿違条例」
そ
の
多
く
は
口
授
と
い
う
形
を
と
り
、
教
科
書
と
し
て
使
用
し
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
何
ら
か
の
形
で
条
文
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
初
学
者
（
低
学
年
）
よ
り
も
、
あ
る
程
度
進
級
し
た
上
の
学
年
で
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
は
、「
違
式
詿
違
条
例
」
自
体
が
難
解
な
用
語
を
用
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
教
え
る
教
員
の
側
も
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
前
述
し
た
『
小
学
校
用
違
式
詿
違
問
答
』
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
(12
)
ろ
う
。
言
葉
を
知
る
以
上
に
、
社
会
的
に
許
さ
れ
る
行
為
・
許
さ
れ
な
い
行
為
を
教
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
初
期
の
法
教
育
的
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
違
式
詿
違
条
例
」
は
、
条
文
が
難
解
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
々
に
そ
の
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
多
く
の
図
解
が
つ
く
ら
れ
て
(13
)
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
解
は
教
育
現
場
で
も
役
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
書
等
の
記
録
か
ら
は
利
用
実
態
そ
の
も
の
は
判
明
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
明
治
初
期
の
学
校
教
育
で
掛
図
が
多
用
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
図
解
を
学
校
現
場
で
用
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
他
の
記
録
な
ど
も
確
認
し
、
実
態
の
解
明
に
つ
と
め
た
い
。
一
方
で
、
本
論
で
作
成
し
た
表
の
中
に
出
て
こ
な
か
っ
た
県
で
も
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
使
っ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
文
部
省
日
誌
』
以
外
の
、
各
府
県
の
同
時
期
の
公
文
書
や
各
都
道
府
県
が
編
纂
・
刊
行
す
る
教
育
史
関
係
の
資
料
集
に
は
、
よ
り
詳
細
な
記
述
も
多
い
の
で
、
今
後
も
幅
広
く
再
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
本
論
で
は
小
学
校
で
の
例
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
出
さ
れ
た
中
学
校
教
則
の
中
で
「
違
式
詿
違
条
例
」
を
取
り
上
げ
た
府
県
は
全
く
無
い
。
言
葉
や
社
会
的
マ
ナ
ー
を
教
え
る
た
め
に
使
用
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
小
学
校
段
階
に
の
み
使
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
よ
り
高
度
な
教
育
を
な
す
中
学
校
で
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
中
学
校
で
は
、
高
学
年
次
（
当
時
の
中
学
校
は
五
年
制
で
あ
る
の
で
、
主
に
四
年
生
以
降
）
に
法
律
や
経
済
が
科
目
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
様
々
な
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
律
綱
領
や
改
定
律
例
な
ど
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
刑
法
を
教
材
に
し
て
い
る
例
や
、
民
法
論
綱
や
刑
法
論
綱
、
さ
ら
に
は
万
国
公
法
な
ど
も
あ
る
。
中
学
校
の
教
員
は
大
学
免
状
を
得
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
（
学
制
、
第
四
十
章
）
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
中
学
校
で
実
行
で
き
た
の
か
、
疑
わ
し
い
。
日
本
の
明
治
初
期
の
法
教
育
や
法
典
整
備
と
併
せ
て
、
更
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
育
史
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
法
教
育
の
原
点
で
は
な
い
か
と
い
う
関
心
か
ら
「
違
式
詿
違
条
例
」
と
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
残
っ
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の
で
、
今
後
も
前
述
し
た
課
題
を
念
頭
に
、
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。
註(1
)
か
つ
て
香
川
大
学
神
原
文
庫
の
調
査
の
折
、
当
該
冊
子
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
各
条
文
に
つ
い
て
の
用
語
に
つ
い
て
、
問
答
と
い
う
形
で
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
る
。
(2
)
『
法
令
全
書
』
明
治
五
年
。
(3
)
「
文
部
省
第
一
報
告
」（
明
治
六
年
）
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
立
七
九
九
五
校
、
私
立
四
五
六
三
校
で
あ
り
、
公
立
の
方
が
多
い
と
い
え
ど
も
学
校
総
数
は
設
置
予
定
数
の
二
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
(4
)
『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
(5
)
田
中
不
二
麻
呂
（
不
二
麿
と
も
）
は
、
尾
張
藩
出
身
で
明
治
初
期
の
教
育
行
政
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
岩
倉
使
節
団
に
理
事
官
と
し
て
随
行
し
欧
米
の
教
育
制
度
の
調
査
に
あ
た
り
、『
理
事
功
程
』
を
ま
と
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
学
制
」
を
廃
止
し
て
「
教
育
令
」
を
制
定
し
た
立
役
者
で
あ
っ
た
が
、「
教
育
令
」
が
改
正
さ
れ
る
前
に
司
法
卿
へ
転
出
し
、
以
後
は
文
部
行
政
に
は
タ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
。
(6
)
『
法
令
全
書
』
明
治
十
二
年
(7
)
「
教
育
令
」
の
改
正
の
趣
旨
は
、
改
正
案
上
申
の
際
に
出
さ
れ
た
「
教
育
令
改
正
案
上
奏
ス
ル
ノ
議
」
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
編
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
二
巻
、
龍
吟
社
、
一
九
三
九
年
、
一
七
二
〜
一
七
五
頁
）
(8
)
著
者
の
松
本
順
（
良
順
）
は
、
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
医
師
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
は
幕
府
西
洋
医
学
所
頭
取
や
将
軍
侍
医
、
幕
府
陸
軍
軍
医
の
立
場
に
あ
っ
た
。
明
治
期
に
は
帝
国
陸
軍
軍
医
総
監
（
初
代
）
を
つ
と
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
『
養
生
法
』
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
に
か
わ
る
も
の
を
意
図
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
初
期
に
啓
蒙
書
と
並
ん
で
多
く
の
府
県
小
学
校
で
口
授
さ
れ
た
。
(9
)
明
治
天
皇
の
意
を
奉
じ
て
侍
講
の
元
田
永
孚
が
起
草
し
た
と
さ
れ
る
教
育
方
針
で
、「
教
学
大
旨
」
と
「
小
学
条
目
二
件
」
か
ら
成
る
。
「
学
制
」
以
降
の
西
欧
主
義
的
な
教
育
を
批
判
し
た
上
で
、
儒
教
主
義
的
皇
国
理
想
に
基
づ
い
た
教
育
観
（
徳
育
を
教
育
の
基
本
と
す
る
）
を
展
開
す
る
。
(10
)
『
文
部
省
日
誌
』（
佐
藤
秀
夫
編
、
歴
史
文
献
、
一
九
八
一
年
）
は
、
明
治
前
期
文
部
省
刊
行
誌
集
成
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
五
・
六
・
十
一
〜
十
五
が
復
刻
・
編
集
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
(11
)
本
論
で
扱
っ
て
い
る
違
式
詿
違
条
例
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
十
三
年
二
月
ま
で
の
記
録
に
は
条
例
は
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
表
で
は
明
治
十
三
年
二
月
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。
(12
)
『
小
学
校
用
違
式
詿
違
問
答
』
に
つ
い
て
は
、
ど
の
府
県
の
「
違
15 小学校教育に用いられた「違式詿違条例」
式
詿
違
条
例
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
別
稿
を
た
て
て
検
証
し
た
い
。
(13
)
多
く
の
図
解
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
香
川
大
学
神
原
文
庫
な
ど
の
目
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
今
の
時
点
で
何
点
あ
る
と
確
定
は
で
き
な
い
。
図
解
資
料
の
検
討
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
別
稿
を
た
て
た
い
。
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